取扱説明書•保証書付 


MCE-3294 


■セット内容•各部名称 


Edel 巧巧器 r 旨が J 5さ 


この度は、お質い上げ頂をまして誠にあ D びとラございます。 
この取扱説明書をよ < お読みになり、正し < ご使用ください。 
お読みになったをは大切に巧管して < ださい。 


を全上のごを意 


A 

誤った取扱をすると、人が死 t 

A 

誤った取扱をすると、人が傷害こ※1 ) 

または重傷を負ラ可能性が想 

を負ったり、物的損害が 2) の発生が 

警告 

定される内容を示します。 

注意 

想定される内容を示します。 


《1傷害とは、治癒に入院や長期の通院等を要しない、ケガや火傷、感電等をさします。 
※召’物的漬害とは、家屋や家財および家畜やペットにかかわるあ大镇害を示します。 


0 

禁止 

禁止（してはいけないこと） 

ををしまず。 

〇 

強制 

強制(必ずすること)を示します。 


A 警告 

分解禁止 

-絶対に分解•修理•改造は行わない。※製品の故障、感電や思わめケガに繫が 
るおそれがありまず。 

0 

禁止 

•子供等取扱に不馴れな方だけで使わせたり、乳幼巧の手の届く所で使わない。 

※乂傷や感電、思わめケガの原因となります。 

-電源コードや電源フラグを破損するよラなことはしない。 

※感電•ショート•义災の原因となりまず。 

-電源コードや電源プラグが痛んだり、コンセントの挿し込みが緩い時は使用 
しない。※感電•ショート•乂災の原因となります。 

〇 

強制 

-電源プラグは根元まで確実に挿し込む。 

•必ず交流100 V で使巧する。 

-電源フラグのほこり等は定期的にとる。 

めれ手禁止 

-濡れた手で電源プラグ、電源コードの取扱は行わない。 

※感電の原因となりまず。 


A ま意 

0 

禁止 

-本製品を本来の使用目的む外には使巧しない。 

-子供の手の届く場所に保管しない。 

-タコ足配線はしない。 

-破損した 5 使用しない。 

-空焚きはしない。 

焦 

プラグを巧ぐ 

•電源プラグを抜く時は電源コードを弓 1 っ張 5 ない。必ず先端のプラグ部分を 
持って抜いてください。 

-使用時 L ソ外は電源プラグをコンセントから巧く。 

•長期間使用しない場合は、電源プラグをコンセントか 5 抜いて保管ずる。 


使用上のごま意 

-連続使用時間は約1時間30分です。（掀飯時） 

※商品の故障や劣化に繫がる恐れがあります。連続約1時間30分を超えて使用する 
場合は、一度スイッチを切り本体が完をに;ちめた事を確認してか百再度ご使用くださし、。 
•本製品を初めてご使用になる際、内蓋をきれいに洗い、煮沸消毒を行ってからご使用く 
ださい。また、使用中に臭いが発生する事がありますが、使用回数を重ねる事により解 
消されます。 

. 内塞を外蓋にセットする際、内塞の外側に水滴が付いていない事を確認してからが塞に 
セットして < ださい。 

• 最大容量拟上のげ飯はおやめください。 

• 保温のが態で長時間放置しないでください。 

•炊飯中、炊きあびり直後は、フタ、取っ手、が蓋が熱 < なっていますのでごま意ください。 

-炊をあびりや煮沸消養後にフタを開ける際、また、炊飯中のフタの空気孔や隙間か5高 
温の蒸気•湯滴が出まずのでごま意 < ださい。 

-フタの急激な冷却はおやめください。 

’本製品は電源プラグをコンセントに繫ぐと、自動で保温のが態になります。ご使用になら 
ない時は必ず電源フラグをコンセントか5抜いてください。 

•高温になる場所、直射日光の当たる場所への放置•保管はしないでください。 

※製品の故障•劣化の原因となります。 

‘落とす•ぶつける等、製品本体に強い衝撃を与えないでください。 

-お手入れの劇こ、シンナー•ベンジン等の揮発性有機溶剤は使巧しないでください。 

また、焦げ付き等を落とす際のスチールたわしやナイフ等の使用はおやめください。 

‘この製品は一般家庭用です。業務用またはその他の巧途でのご使用はご遠慮<ださい。 


■仕様 


寸 法 

約 W 27 XD 24 XH 2 ] cm コードの長さ:約1〇已 cm 

重 量 

約 1.4 k 旨 (総重量） 

材 質 

A 日 S 、 PP、PVC (非フタル酸)、ガラス、ステンレス、鉄 

連続使用時間 

約1時間30分(炊飯時） 

定格電圧 

100 V 

1 回当た 0 の 
炊飯時消費電力量 

400 Wh 

定格周波数 

曰 0/60 HZ 

蒸発水量 

巨 6 吕 

1 回当たりの 
保温時消費電力量 

3己 Wh 

区分 

G 

満水容量 

約 1 .巨己尼 

保温温度 

約 5 crc 〜巨〇で ※保温の温度はご使用の季節.環境等によりを化しまず。 

最大炊飯容量(白米） 

日.白 e 

付属品 

計量カツフ、しゃもじ 

炊飯容量(白米） 

日. 1 郎〜日.目 C (1 合〜已合） 



■使用方法 


-連続使用時間は約1時間30分です。（げ飯時） 

※商品の故障や劣化に繫がる恐れびあります。連続約1時間30分を超えて使巧 
ずる場合は、一度スイッチを切り本体が完全にをめた事を確認してか5再度ご使 
巧ぐださい。 

-濡れた手で電源フラグ、電源コードの取扱は巧わないでください。 

※感電の原因となりまず。 

A - 本製品を初めてご使用になる際、内蓋をきれいに洗い、煮沸消毒を行ってか!5ご 
使用ください。また、使用中に臭いが発生する事がありますが、使用回数を重ね 
ミ主音 る事により解消されます。 

-巧差をが蓋にセットする際、内蓋の外側に水滴が付いていない事を確認してか5 
が蓋にセットしてください。 

-最大容量(上の炊飯はおやめください。 

-保温の状態で長時間放置しないでください。 

• 炊飯中、炊きあびり直後は、フタ、取っ手、が塞が熱くなっていますのでごミ主意く 
ださい。 

-フタの急激な冷却はおやめください。 


♦初めてご使用になる前に、煮沸消養を行ってください。 

①水を巧爸の最大水量 5 CUP のラインまで入れて、スイッチを下げげ飯にします。 

⑤沸騰後にスイッチを保温に切り替えて、約已分じ(上そのままにします。 

感電源プラグをコンセントから巧を、本体が完全に;令めてから水を捨てて巧で拭きまず。 

♦げ飯(最小1台、最大已合のげ飯ができまず） 

①計量カップで米を計り、流水で研ざます。 

⑤內蓋に研いだ米を偏らないように入れ、米の量に応じた水を内塞のラインを目到こ、静かに 
入れまず。 

(1 合… CUP 1 のライン2合… CUP 2 のライン3合… CUP 3 のライン 
4合... CUP 4 のライン已合... CUP 己のライン） 

⑤ 內塞を列塞にセットし、フタをします。 

④電源プラグをコンセントに挿し込み、スイッチを下に下げます。 

炊飯ランプが点灯して炊飯が始まります。 

⑥ げきあびると、自動でスイッチが上がり、保温のげ態になります。 

この状態でフタを開けずに約1已分蒸らします。 


炊をあがり時間の目安 


1合…約16分 2合…約20分 
4台…約吕已分 已合…約吕巨分 


3合…約20分 


※げきあがりの時間は、ご使 
用の季節•水温•室温•電圧•米 
の種類によって変イヒします。 



















































































